
特別講演 司会：立石彰男（宇部協立病院副院長）

『 ケア提供者として、どんな私であればいいのか？ 』

社会医療法人慈恵会 ひじり在宅クリニック院長

岡本 拓也 先生

＊日時：2022年11月12日（土）15：00～

＊Web会議システム（Zoom）によるオンライン開催

＊会費無料

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

【申込み方法】

下記URLまたはQRコードよりお申し込みをお願いします。

お申し込みフォームにアクセスします。

URL：https://zoom.us/webinar/register/WN_i8E_NMg8S1awDFLCHeLrkw

申し込み締め切り 2022年10月31日（月）18:00まで

■ 本セミナーは緩和ケアに携わる医療従事者の方を対象としています。

■ 個人情報の取り扱いについては、本研究会運営のためにのみ使用し、他の目的への使用、

外部事業者への委託、第三者への提供は行いません。

共催 宇部市地域緩和ケア研究会 第一三共株式会社

後援 宇部市 宇部市医師会 宇部市薬剤師会 山口県看護協会 山口県訪問看護ステーション協議会

山口県地域包括・在宅介護支援センター協議会

事務局 宇部協立病院 地域連携在宅医療科

ＴＥＬ：（0836）33－6111（代） ＦＡＸ：（0836）33－2263
E-mail：uberenkei@yahoo.co.jp 

～岡本先生より～

ケア提供者は「何をするか」よりも「どう在るか」が重要です。明るさと同時に静けさを保ち、共鳴す
る心の柔らかさを持ち、揺るがぬ安定感を感じさせる存在であること、そして、相手に応じて相応し
い在り様の人間を提供する。そのためには、自分自身を俯瞰する視点は不可欠です。ケア提供
者の望ましい在り方をともに考えたいと思います。


